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一
、
お
知
ら
せ 

 
 

 
我
孫
子
オ
ー
デ
ィ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ク
ラ
ブ
主
催
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
｢

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト｣ 

実
施
決
定 

 

 
 

従
来
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
当
会
主
催
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
当
会
Ｐ
Ｒ
の
一
助

と
し
て
本
年
度
も
予
算
の
許
す
限
り
実
施
す

る
べ
く
会
場
確
保
と
出
演
者
と
の
交
渉
に
尽

力
頂
い
た
お
陰
で
来
る
十
月
十
二
日
（
日
）

手
賀
沼
公
園
内
の
ア
ビ
ス
タ
・
ホ
ー
ル

（
大
）
に
て
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

詳
細
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
が
、
事

前
の
準
備
や
当
日
の
会
場
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
の
御
礼 

 

 

Ａ
Ａ
Ｆ
Ｃ
の 

よ
り
充
実
化
の
た
め
に
先
に 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
々
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

実
行
可
能
な
も
の
か
ら
逐
次
実
行
し
て
行
く

為
に
現
在
検
討
中
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

編
集
部 

二
、
私
と
オ
ー
デ
ィ
ォ 

 
 
 

「 

音
と
の
出
会
い 

」 

 

中
学
生
に
な
る
と
早
々
に
鉱
石
ラ
ジ
オ
工

作
。 

き
っ
か
け
は
思
い
出
せ
な
い
。
ス
パ
イ
ダ
ー
コ

イ
ル
、
バ
リ
コ
ン
、
鉱
石
。
コ
ン
セ
ン
ト
に
コ

ン
デ
ン
サ
ー
を
介
し
て
電
波
を
引
く
。 

や
っ
た
！
聴
え
る
。
終
夜
ク
リ
ス
タ
ル
イ
ヤ
ホ

ン
の
柔
ら
か
い
音
に
耳
を
す
ま
せ
て
い
た
。 

そ
の
夏
、
配
線
図
頼
り
に
４
球
高
１
に
挑
戦
す

る
が
鳴
ら
な
い
。
近
所
の
知
合
い
に
見
せ
た
と

こ
ろ
、
こ
り
ゃ
駄
目
だ
、
真
空
管
足N

o

は
裏
か

ら
見
る
も
の
だ
よ
！ 

当
時
は
実
体
配
線
図
な

る
も
の
は
未
だ
無
か
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 

５
級
ス
ー
パ
ー
は
お
手
の
物
、
爾
来
高
校
卒

業
ま
で
友
人
知
人
に
組
立
て
を
頼
ま
れ
、
回
路

は
頭
に
入
っ
て
お
り
次
々
製
作
し
て
喜
ば
れ

た
。 

何
十
年
振
り
で
あ
っ
た
友
に
、
あ
の
ラ
ジ
オ
で

学
ん
だ
旺
文
社
蛍
雪
ア
ワ
ー
の
お
陰
で
、
志
望

大
学
に
入
れ
た
よ
と
言
わ
れ
、
嬉
し
か
っ
た
。 

 

旺
文
社
ラ
ジ
オ
講
座
と
言
え
ば
テ
ー
マ
曲
「
大
学
祝

典
序
曲
」
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。 

  

「 

ハ
イ
フ
ァ
イ
時
代
突
入
、
友
人
と
の
出
会
い 

」 

 

高
校
に
入
る
と
放
送
部
の
部
室
に
入
り
浸
り
。 

学
校
か
ら
予
算
を
獲
得
、
秋
葉
原
に
て
１
２
イ
ン
チ

パ
イ
オ
ニ
アSP

と
大
型
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
入

手
、
仲
間
で
ガ
ン
ガ
ン
鳴
ら
し
て
はLP

コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
た
。
新
作
ア
ン
プ
が
出
来
た
、S

P

を
替
え
た

と
い
っ
て
は
友
人
宅
を
行
っ
た
り
来
た
り
。 

学
校
の
帰
り
道
に
多
く
の
友
に
音
を
聴
い
て
貰
う
の

も
愉
し
み
で
し
た
。
あ
れ
が
音
と
音
楽
好
き
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
よ 

最
近
の
ク
ラ
ス
会
で
話
し
か
け
ら

れ
ま
す
。 

 

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ア
カ
イC

-5
 

、
プ
リ
モ

の
ク
リ
ス
タ
ル
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ア
ン
プ
は4
2
s
 

,
6
V
6
s

、6
V6
pp
 

、2
A
3
s

、
球
を
変
え
、
回
路
を
変
え

作
っ
て
は
壊
し
た
も
の
で
す
。 

S
P

はP
E8
B

、P
E
8
,

8
P
W
1
 

、6
PH
F
1、

最
後
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル1

0L
1

＋
コ
ー
ラ
ルHJ
2
20

の2
W
A
Y

。
箱
は
隣
の
大

工
さ
ん
製
作
の
バ
ス
レ
フ
＆E

V

ホ
ー
ン
。
時
代
はH

i-

F
i

時
代
の
は
し
り
、
グ
レ
ー
ス
の
オ
イ
ル
ダ
ン
プ

ア
ー
ム
＋F3

 
,
そ
れ
を
自
作1

2A
X
7の

プ
リ
を
付
け
て

鳴
ら
す
。
高
音
の
艶
と
伸
び
は
ク
リ
ス
タ
ル
と
格
段

の
差
が
あ
っ
た
。 

最
初
に
買
っ
たEP

は
フ
リ
ッ
チ
ャ
イ
の
モ
ル
ダ
ウ
次

い
でLP

は
セ
ル
の
運
命
＆
未
完
成
、
ギ
ト
リ
ス
の
メ

ン
コ
ン
、
ワ
ル
タ
ー
の
第
９
等
。
当
時
は
高
価
で
、

数
ヶ
月
に
１
枚
買
え
れ
ば
御
の
字
で
し
た
。N

H
Kの

立

体
音
楽
堂
、F

M

ス
タ
ー
ト
も
こ
の
頃
。 

こ
の
頃
の
友
人
の
一
人
は
後
日
小
児
科
開
業
医
に
な

り
ワ
ー
フ
ェ
デ
ー
ル
を3

0
0
B

で
鳴
ら
し
て
い
る
が
忙

し
く
て
聴
く
時
間
が
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。 

一
人
は

生
徒
会
長
に
も
な
っ
た
元
気
者
で
す
が
、
よ
う
と
し

て
行
方
が
判
ら
な
い
。 

 

一
人
は
著
名
な
写
真
家
に
な
っ
た
。
ラ
技
や
芸
文

社
ム
ッ
ク
に
投
稿
し
た
記
事
を
み
て
高
卒
後3

0

年
ぶ

り
に
訪
ね
旧
交
を
温
め
た
が
惜
し
く
も
夭
逝
し
て
し

ま
っ
た
。
江
川
さ
ん
と
親
交
が
あ
り
、
自
作
３
０
０B

ｓ
と
電
球
を
介
し
極
端
に
電
圧
下
げ
た
モ
ー
タ
ー
、

ス
タ
ッ
ク
ス
の
コ
ン
デ
ン
サ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
＆
コ

ン
デ
ン
サ
ーSP

は
全
て
半
田
で
直
結
。
澄
ん
だ
音
色

は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

  

「 
J
B
Lと

の
出
会
い
と
徳
島
時
代
の
友
人 

」 

大
学
時
代
は
講
義
そ
っ
ち
の
け
で
山
登
り
、
会
社
に 

入
社
後1

0

数
年
も
オ
ー
デ
ィ
オ
と
は
疎
遠
に
。 

 

や
が
て
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
、
徳
島
に
転
勤
。

J
B
L鳴

ら
し
に
自
信
あ
り
と
言
う
オ
ー
デ
ィ
オ
店
で

J
B
Lを

聴
い
て
血
が
騒
ぎ
、
一
式
を
エ
イ
ヤ
と
買
う
羽

目
に
。D

1
3
0に
コ
ン
デ
ン
サ
ー
ツ
ィ
タ
ー
は
繋
が
り

が
良
く
、
エ
ラ
ッ
ク
のM

M

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
素
直
で

気
に
入
り
大
満
足
。
と
こ
ろ
が
ツ
ィ
タ
ー
を2

4
0
5に

替
え
、
更
に
蜂
の
巣
の
中
音
を
入
れ
３
ウ
エ
イ
に

し
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
オ
ル
ト
ホ
ン
のSP

U

に
、
ア
ン

プ
を
ア
キ
ュ
フ
ェ
ー
ズ
の
セ
パ
レ
ー
ト
に
替
え
た
と

こ
ろ
で
鳴
ら
し
込
み
の
難
し
さ
を
知
る
。
オ
ー
デ
ィ

オ
店
で
友
人
が
出
来
る
。 

 

歯
医
者
さ
ん
のJB

L

、
入
れ
歯
の
型
を
と
る
セ
メ
ン

ト
？
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
イ
ル
を
固
め
て
か
っ
ち

り
し
た
音
に
仕
上
げ
た
腕
前
。
部
屋
の
壁
に
ア
ル

テ
ィ
ッ
ク3

8

ｃ
ｍ
を
填
め
込
ん
だ
文
房
具
屋
さ
ん
、

休
み
に
な
る
と
大
音
量
で
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー1

81
2

をG
R
Fで

ド
カ
ン
と
鳴
ら
し
、
離
れ
た
我
が
社
宅
で
も

そ
の
音
が
良
く
聴
こ
え
た
銀
行
員
。
友
人
達
に
拙
宅

の
装
置
を
聴
い
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
蜂
の
巣
ホ
ー
ン

が
よ
く
鳴
る
の
は
、2

0

〜3
0

年
後
の
定
年
の
頃
で
す

ね
と
、
オ
ー
デ
ィ
オ
店
と
同
じ
事
を
言
う
。 

 

皆
、
今
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

 

 
 

「 

現
用
装
置
な
ど 

」 

 

マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル3

ウ
エ
イ
。S

P

は2
4
0
5，

3
7
5・5
37

－5
0
0、D
13
0

（ 

バ
ッ
ク
ロ
ー
ド
に
格

納
）
味
付
け
に
ダ
イ
ナ
ベ
ク
タ
ー
を
使
用
。
ア
ン
プ

は2
A
3
s、3
0
0
B
p
p、

マ
ッ
キ
ン2

50
0

。C
D

ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
は
パ
イ
オ
ニ
ア
の
ベ
ル
テ
ッ
ク
改
良
型
。

D
A
C＋

バ
ッ
フ
ァ
ー
ア
ン
プ
は
ベ
ル
テ
ッ
ク
。
デ
ン
オ

ン
モ
ー
タ
ー
に
サ
エ
ク
ア
ー
ム
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は

M
C

数
本
と
コ
ン
デ
ン
サ
ー
型
。
ケ
ー
ブ
ル
は
会
員
作

成
の
虚
実
変
換
型
及
び
Ｉ
氏
作
成
に
よ
る
物
。
他
に

ベ
ル
テ
ッ
ク
。
チ
ャ
ン
デ
バ
は
べ
ー
リ
ン
ガ
ー
。
何

と
か
分
厚
い
音
に
温
も
り
と
切
れ
味
の
良
い
音
で

鳴
っ
て
欲
し
い
。
と
こ
ろ
で
使
用S

P

は
設
計
後3

5

年

〜6
0

年
の
物
だ
け
に
、
所
謂
正
し
い
音
よ
り
は
好
ま

し
い
音
色
を
求
め
て
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

時
に
は
気
持
ち
良
く
鳴
っ
て
自
分
の
何
か
と
共
鳴
す

る
の
で
す
が
翌
日
聴
く
と
が
っ
か
り
し
た
り
で
、
難

し
い
も
の
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、

マ
ー
ラ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
ワ
グ
ナ
ー
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
他
ジ
ャ
ズ
中
心
で
す
が
、1

0

年
前A

A
F
C入

会
後
は
格
段
に
幅
が
広
が
り
歌
舞
伎
か
ら
ケ
チ
ャ
ま

で
様
々
。 

「
い
い
音
い
い
音
楽
、
い
い
仲
間
」 

 

五

味

康

祐

の
「
い

い

音
、
い

い

音

楽
」
・
・
・
音
楽
・
オ
ー
デ
ィ
オ
／
求
道
者

の
遺
稿
・
・
・
と
言
う
著
作
が
あ
り
ま
す

が
、
更
に
「
い
い
仲
間
」
を
付
け
加
え
た

い
。
過
去
出
会
っ
た
仲
間
も
素
晴
し
く
、
聴

く
喜
び
を
共
に
し
た
。 

今
のA

A
F
C仲

間
の
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
共
に
そ

の
造
詣
の
深
さ
と
情
熱
に
は
何
時
も
感
心
さ

せ
ら
れ
る
。 

し
か
も
揃
っ
て
益
者
三
友
、
す
な
わ
ち
直
、

諒
、
多
聞
の
方
ば
か
り
で
多
士
多
才
、
随
分

助
け
て
頂
き
有
難
く
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。 

『
オ
ー
デ
ィ
オ
を
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
』 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇
田 

隆
夫 

     
 

 
 

写
真
は
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇
田
様
と
現
用
の
再
生
装
置 

 


